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論 文 審 査 結 果 要 旨
Erω ∫π`αCαro伽0声αは,グ ラム陰性 の桿菌で,ニ ンジン,ハ クサ イ,タ マネギ等多 くの作物 に感染 し
て軟腐病(so丘 一rotdisease)を 引 き起 こす植物病原菌であ る。現在 まで,こ の軟腐病 を引 き起 こす原因
と してペ クチ ン質分解酵素が重要 な役割 を しているこ とが明 らか になった。その うち,ペ クチ ンリアー
ゼは,DNA合 成阻害剤であ るナ リジキシン酸,マ イ トマ イシンCな どの添加や,紫 外線の照射 によ り誘
導 される。 また,E.cαro伽6rαErは,ペ クチ ンリアーゼの誘導 と同時 に,そ の培養上清 中バ クテリオ
シン(carotovoricinErと 命名)を 放出する ことが知 られてい る。carotovoricinErの 誘導 は,そ の誘導
に至適 なマイ トマイシンCの 濃度 や,活 性出現のtimecourseに おいて,ペ クチ ンリアーゼのそれ と完全
に一致 し,両 者の合成調節 は密接 に関連 してい る と考 え られている。 しか しなが ら,carotovoricinEr
の構造,誘 発機 構並 びに宿主特 異性等 に関す る分子生物学 的研 究 はなされてい ない。その原 因は,本
carotovoricinErの 産生が低 いこ とに起 因 していた。 この ような背景か ら本研究者は,carotovodcinEr
の誘発機i構i,構 造並びに宿 主特異性等 に関す る分子生物学的解析 を行 い,(1)E.cαroεoひorα におけ る
carotovoricinErの マ イ トマ イシンによる誘導 は温度感受性 であ り,ペ クチ ンリアーゼの誘導 とは異 な
ること,(2)現 在 まで常識化 されていた30℃ での誘発 を26℃ で行 うことによ りcarotovohcinErの 収
率が10倍 上 昇す るこ と,(3)carotovoricinErは,20%の エ タノール存在下で シ ョ糖 密勾配遠心法 に
よ り容 易 に純化 され る こと,等 を世界 に先駆 け明 らか に した。次 に本研究者 は,精 製CarOtOVOriCinEr
標 品を用 いてcarotovoricinErの 微細構造 を解析 し,carotovoricinErのcore,sheath及 びtai1飾erの
構成 タンパ ク質の同定 に成功 した。その中で,tail飾erを 構成す る2種 類の タンパ ク質の存在 を見出 し
た。 一方,本 研 究者 はcarotovoricinErの 抗 菌 スペ ク トラム を検討 し,E.cαro渉oひorα が2種 類 の
carotovorichlEr(Eraお よびErb)を 産生す ることを明 らかに した。 さらに本研究考は,Eraお よびErb
が,同 一core,sheathを 持 ちなが ら,C末 端ア ミノ酸数10残 基が互い に異なるtail五berを 持つ ことを明
らか にした。 さらに,本 ア ミノ酸残基の相違が,carotovoricin:Er遺 伝子 の3'末 端 に存在す るDNAin-
versionに 起 因す る ものであ ることを解 明 した。 さらに本研究者 は,DNAinversionを,本2種 類のtail
五ber遺 伝子 を且cαro∫oひorαCEG234M403株 にクローン化 し,Era及 びErbの 発現並 びにそれぞれの抗
菌特異性 を決定 して証明 した。
今 日,瓦0αm伽orα による軟腐病の防除にバ クテリオ シンの抗菌活性 を利用するこ とが注 目されてい
る。本研 究に より明 らかにされたCarOtoVOri『inErのtail飾erの 人為 的変換 に よる変異株の微 生物農薬
と しての利用が期待 され る。
以上の ように本研 究 は,且cαm∫oひoハ αの産生す るcarotovoricinErの 誘発機構,構i造 並 びに宿主特異
性等に関す る新事実 を明 らか に した もの であ り,審 査委員一同は,本 研究者 に博士(農 学)の 学位 を授
与す るに値す る もの と認定 した。』
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